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Abstract：Grapevine　corky　bark（GCB）was　inoculated　on　the　LN33 variety　by　the　method　of

green－grafting　at　the　beginning　of　June，and　then　the　symptoms　of　GCB　on　it　was　observed　in　the

field．Symptoms　caused　by　GCB　such　as　mottle　on　the　new　leaves，reddening　and　rolling　of　the

leaves，slight　swelling　and　light　splitting　on　the　base　of　shoot　are　observed　in　less　than　three

months　after　graft－inoculations．But　the　most　peculiar　symptoms　for　GCB　are　stem　pittings　on

the　woody　tissues　at　the　base　of　shoot　in　the　begiming　of　November．It　is　suggested　that　the

detection　for　GCB　is　possible　by　checking　the　symptoms　of　stem　pitting　within five　months　after

inoculation．
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は　じ　め　に

　Grapevine　corkybark（GCB）の病徴を現わすブド

ウは海外でも欧州種，アメリカ種の数品種に限られて

いる（難波，1983）が，Grapevine　leafroll（GLR）と

GCBが重複感染すると，ブドウ樹に対する影響が

GLR単独感染の場合より大きくなると言われ重要視

されている（田中，1983）。

　一方，我が国のブドウでは，田中（彰）ら（1968），寺

井ら（1979，1986）により数品種からGCBが検出され

ているが，GCBによる被害実態は明らかではない。

　田中（1984，1985）は，指標植物のLN33を用いた緑

枝接ぎによる検定方法を検討し，温度コントロ一ルを

行ったガラス室内でGCBの早期検定が可能なことを

報告している。

　しかし，母樹検疫および隔離検疫で実施している多

量の接木検定においては，経済的・効率的な検定を行

うために野外（圃場）における早期検定方法を確立す

る必要がある。そこで筆者らは，GCBがLN33の枝に

膨張や亀裂など特有の激しい症状を現わす（Beukman

et al., 1970）ことから，激しい症状に至るまでのLN33

＊　本報告の概要は，昭和63年度日本植物病理学会関
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の症状の推移を詳細に観察し，野外におけるGCBの

早期検定の可能性について検討したので報告する。

　本試験に当たり，GCB，GLRおよびGrapevine
fleck（GF1）を保毒する甲州ブドウ穂木を分譲いただ

いた山梨県果樹試験場寺井康夫氏に心より感謝を申し

上げる。

材料および方法

　指標植物として，圃場に定植した2年生挿木苗の

LN33およびSt．Georgeを用いた。ウイルス接種源と

して，GCB，GLR，GF1の3種を保毒する甲州ブドウ

（GCB区），GLR，GF1の2種およびGLR単独保毒の

各甲州ブドウ（GLR区）を用いた。また，健全区には

ウイルスフリーのブドウ（品種：Cabernet
Sauvignon）を接木した。

　接種源の接木接種はすべて緑枝接ぎ（渡辺ら，1988）

により行った。1985年6月中旬に接種したLN33およ

びSt．Georgeは，接種後2年間病徴を観察し，1986，

1987年のそれぞれ6月上旬に接種したLN33および

St．Georgeは，それぞれ接種当年の11月上旬まで病

徴を観察した。

　病徴の観察は，接種後10月中旬までは定期的（月3

回）に行い，11月上旬には指標植物を掘り上げ，新梢，
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接木接種部および地際部を剥皮して木部の症状の有無

を確認した。接木後2年問の症状を観察する区は，接

種当年の症状を前述の方法で観察した後に再び圃場に

定植し，翌年も同様の観察を行った。

結果および考察

1．LN33の症状

　1）接種当年の症状

　GCB区：7月上旬～8月下旬にかけて葉に退緑斑紋

や斑点が見られ，8月下旬頃には新梢の基部2～5節目

問に軽微な膨らみおよび樹皮の亀裂が見られた。これ

らの症状は，供試苗のすべてには認められず，新梢の

症状は軽微で目立たない場合が多かった。

　9月中旬頃からすべての供試苗に紅葉と巻葉症状が

現われたが，GLR区のすべての供試苗にも同様の症状

が現われた。

　11月上旬の剥皮調査では，新梢基部第2節から第5

節付近および接種源を接木した周辺の木部にstem

pitting（SP）の発生が見られ，まれに，樹皮および木

部の部分的なコルク化が見られた。SPの発生は，新梢

基部では3回の反復試験において供試苗のすべてに明

瞭に認められた（Fig．）が，接木部周辺では反復毎に

差があり，SPが認められない場合もあった（Table
1）。

　GLR区および健全区：GLR区は，9月中旬頃から

供試苗のすべてに紅葉と巻葉症状が見られたが，木部

にはSP等の症状は認められなかった。一方，健全区で

は全く症状を認めなかった（Table 1）。

　2）　接種2年目の症状

　GCB区は他の区に比べ萌芽が遅れた。5月上旬～6

月上旬頃に新梢の萎縮，葉の小葉化，奇形（ねじれ，凹

凸など）が見られ，8月下旬頃までに一部で葉に退緑斑

が見られた。7月上旬～8月下旬頃にかけて新梢節間の

膨張と亀裂が著しくなり（Fig．2），前年枝の膨張と亀

裂および樹皮の粗皮化も見られた。また，紅葉と巻葉

の発現時期は個体間で差があったが，7月中旬～9月中

Fig．1．　Stem　pittings　in　LN33 by　grapevine　corky

　　　bark　in　the　first　season　after　inoculation．

Fig．2． Swelling　and　crackings　in　LN33 by　grape－

vine　corky　bark　in　the　following　season

after　inoculation．
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旬にかけて明瞭に見られるようになった。

　剥皮調査では，枝に膨張と亀裂を生じた部分で樹皮，

木部のコルク化，木部のSP発生が著しく，地際部にま

で同様の症状の進展が見られた。これらの症状の中で，

新梢の萎縮や奇形葉および地際部のSPなどは接種当

年に殆ど認められない症状であり，また，枝の症状は

接種当年より激しいものであった（Table　1）。

　2．St．Georgeの症状

　接種当年および接種2年目において，GFlによる

leaf　fleckingは認められたものの，11月上旬の剥皮調

査においてもGCBによると考えられる症状は全く認

められなかった（Table 1）。

困難であることが判明した。

　しかし，枝の外部病徴が出現しない場合および早期

紅葉がGLRによる病徴と考えられる場合でも，新梢

基部の木部にはGCB区に限り必ずSPを生じること

が判明した。

　以上のことから，GCB検定は，指標植物のLN33に

6月上旬頃までに緑枝接ぎ接種を行い，枝に明瞭な病

徴が認められない場合，あるいは紅葉がGLRによる

と考えられる場合でも，接種当年の11月上旬頃に新梢

基部を剥皮しSPの有無を観察することにより，圃場

環境下においてもGCBの早期検定が可能であると考
えられた。
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